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５
７
５
日
（
２
／
18
現
在
）

　

平
成
26
年
12
月
22
日
付
け
で
、
故  

爲

廣
紀
義
氏
が
特
旨
叙
位
（
正
六
位
）
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

故  

爲
廣
氏
は
昭
和
48
年
９
月
か
ら
平

成
13
年
９
月
ま
で
、
佐
呂
間
町
議
会
議

員
と
し
て
連
続
７
期
28
年
の
永
き
に
亘

り
在
職
し
、
そ
の
間
、
議
会
議
長
を
務

め
る
な
ど
そ
の
職
務
を
全
う
し
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
地
方
自

治
の
育
成
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
功
績
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
29

日
に
は
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

特
旨
叙
位
は
、
平
成
27
年
２
月
６
日
、

永
代
町
の
ご
自
宅
に
お
い
て
妻
の
カ
ズ

子
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
64
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

小
・
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
佐

呂
間
小
学
校
６
年
生
柴
田
海
宇
さ
ん
の

作
文
「
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
」

が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
方
の
立
ち

直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
い
う
運
動
の
一
つ
と

し
て
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
町

村
か
ら
の
応
募
は
多
い
も
の
の
、
佐
呂

間
町
で
の
応
募
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

柴
田
さ
ん
の
入
選
を
期
に
参
加
さ
れ
る

方
が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

柴
田
さ
ん
に
は
、
２
月
６
日
、
佐
呂

間
小
学
校
で
川
根
町
長
か
ら
表
彰
状
、

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

紙
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
る
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
〝
睦
会
〞
の
皆
さ
ん
が
、
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
で
の
収
益
で
町
内
の
中
学
校
、

３
小
学
校
、
保
育
所
へ
学
用
品
の
寄
贈

を
行
い
ま
し
た
。

　

睦
会
の
皆
さ
ん
は
、
学
校
給
食
の
牛

乳
の
紙
パ
ッ
ク
や
町
内
で
回
収
し
た
紙

パ
ッ
ク
を
再
度
洗
浄
や
大
き
さ
な
ど
を

整
理
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
引
き
渡

す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
寄
贈
に
は
約
10
年
分
の
収
益

を
貯
め
て
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も

ら
え
、
役
立
つ
も
の
を
と
、
学
校
に
は

国
語
ノ
ー
ト
や
保
育
所
に
は
紙
芝
居
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

左から爲広裕司さん、紀義氏の妻カズ子さん、川根町長

左から川根町長、柴田さん、保護司の住吉さん、北村さん

佐呂間小学校でのノート寄贈

　

２
月
中
は
、
暴
風
雪
警
報
が
で
る
日
や
日

中
に
は
プ
ラ
ス
の
気
温
で
雨
が
降
る
な
ど
異

常
な
天
候
の
日
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
年
だ
と
３
月
に
は
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

あ
る
も
の
の
、
穏
や
か
に
春
に
向
か
う
時
期

で
す
。
今
ま
で
の
積
雪
が
日
中
に
溶
け
、
夜

間
や
朝
方
に
凍
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
日
陰

や
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
ア

イ
ス
バ
ー
ン
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

気
温
は
穏
や
か
に
な
っ
て
く
る
も
の
の
、

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で

安
全
運
転
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
こ
の
時
期
に
注
意
し
た
い
交
通

安
全
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

①
も
ち
ろ
ん
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
！

　

こ
の
時
期
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
凍
結
の
お
そ
れ
が
あ
る
道
路
で
は
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
が
大
切
で
す
。
特
に
夜
間
は
、

車
の
ラ
イ
ト
で
は
濡
れ
て
い
る
だ
け
か
凍
結

し
て
い
る
か
の
判
断
が
つ
き
づ
ら
く
な
り
ま

す
。〝
か
も
し
れ
な
い
運
転
〞
で
凍
結
の
お
そ

れ
が
あ
る
道
路
で
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
こ

こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
急
加
速
・
急
ブ
レ
ー
キ
は
禁
物
！

　

凍
結
と
溶
け
る
の
を
繰
り
返
し
て
い
る
場

所
で
は
、
氷
の
表
面
に
う
っ
す
ら
と
水
が
浮

く
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
天
候
に

よ
っ
て
完
全
に
凍
結
せ
ず
、
水
が
表
面
に

の
る
と
氷
だ
け
の
路
面
よ
り
も
タ
イ
ヤ
の
グ

リ
ッ
プ
が
き
か
ず
に
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
で
は
、
急
加
速
は
タ
イ
ヤ
の

空
転
を
お
こ
し
、
急
ブ
レ
ー
キ
で
は
止
ま
れ

ず
に
ス
ピ
ン
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

静
か
な
走
り
だ
し
、
十
分
な
車
間
距
離
を
と
っ

て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
歩
行
者
は
横
断
歩
道
を
！

　

歩
行
者
の
方
は
道
路
を
渡
る
際
は
横
断
歩

道
を
渡
り
、
青
信
号
で
も
車
が
来
て
い
な
い

か
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
横

断
歩
道
の
な
い
場
所
で
は
、
十
分
に
確
認
を

し
て
か
ら
最
短
距
離
で
渡
り
ま
し
ょ
う
。　
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　2 月 14 日、かまくら雪まつりに
先立ち行われた〝サロマキャンドル
スローナイト〟。
　今回は、天候も悪かったためか、
昨年よりも大幅に少なくなってしま
いましたが、企業、自治会、町内会、
個人でなどアイスキャンドルの優し
い灯りを見ることができました。た
まには、テレビを消し、電気の代わ
りにキャンドルを。と、環境にも人
の心にも優しい時間をつくるために

始まったこのイベント。私が広報担
当になってからずっと追いかけてき
たイベントでもあります。
　テレビの雑音、家電の待機音など
もない静かな時間の中で、家族、友
人、恋人と一緒に心から向き合い話
す時間、自分一人の贅沢な時間、自
分を見つめ直す時間。としてもキャ
ンドルの優しい光がその時間をつ
くってくれます。
　ご自宅の前にはアイスキャンド

ル。部屋の中ではいくつものアロマ
キャンドルに火を灯し、ほんの少し
の時間でもスロウな時間を過ごして
みるのもよいものです。サロマキャ
ンドルスローナイトに限らず、時折
そんな時間を過ごしてみてはいかが
でしょうか。
　そして、いつかこの日には電灯も
消され、町中がキャンドルの灯りに
包まれる〝やさしいまち〟になれば
ステキだなと思っています。

北区で撮影した、アイスキャン

ドルタワー。遠くからも確認で

き、近くで見てもとても綺麗で

何回もシャッターを押してしま

いました。ここ数年、北自治会

単位でイベントに参加されてい

て、別の場所ではアイスキャン

ドルロードをみることができま

す。毎年、参加されている方々

の手間暇が見る側に素敵な時間

を与えてくれています。

2013 年に佐呂間自治会：新興町町内会で撮影した。珍しいスノーキャンドル。アイスキャンドルとは一味違った灯りで道路を照らし

てくれていました。この年、町内会の道路沿いには各家庭で作られたアイスキャンドルが並び、優しい光で道路が包まれていました。

2012 年、髙橋土建㈱前で撮影した作品。毎年たくさんのアイスキャンドルとキャラクターをかたどったかまくらや滑り台で楽しませ

てくれています。撮影時には家族で記念写真を撮りに来ている方と出会うことも多く、多くの方が楽しみにしているようです。これだ

けたくさんのアイスキャンドル作成には苦労されていることがわかります。感謝とともに、当時の撮影技術の無さで美しさを伝えきれ

ないのが残念。髙橋土建㈱の皆さんに申し訳ありません。今回もお忙しい中、たくさんのアイスキャンドルを作成していただきました。


